
 

 

 

物  質  名 リン酸トリクレジル ＤＢ－56 

別  名 
トリクレジルホスフェート 
TCP、トリトリルホスフェート 
リン酸トリトリル 

CAS 番号 1330-78-5 
PRTR 番号 － 
化審法番号 3-2613 

構 造 式 
 

 

分子式 C21H21O4P 分子量 368.36 

沸点 
o-体：410℃ 1) 
m-体：260℃（15 mmHg）1) 
p-体：244℃（3.5 mmHg）1) 

融点 

混合物：－3.3℃ 1) 
o-体：11℃ 1) 
m-体：25.6℃ 1) 
p-体：77～78℃ 1) 

蒸気圧 混合物：6×10-7 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 15.07 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 5.11 3) 水溶性 0.36 mL/L（25℃）3) 
 原料とするクレゾールに応じて o-体(78-30-8)、m-体(563-04-2)、p-体(78-32-0)等の異性体が存

在する他にも、石油系の分留クレゾールを用いた場合には種々の不純物も含まれるが、わが国

では 1971 年から o-体を含まない合成クレゾールを原料として製造されている 1) 。   

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 3,000 mg/kg  4)  （異性体混合物）  
 ラット 経口 LD50 1,160 mg/kg  4)  （o-体）  
 マウス 経口 LD50 3,900 mg/kg 4)  （異性体混合物）  
 マウス 経口 LD50    31 mL/kg 5)  （異性体混合物）  
 マウス 経口 LD50   900 mg/kg 4)  （o-体）  
 マウス 経口 LD50     4.3 mL/kg 5) （o-体）  
 マウス 経口 LD50   >40 mL/kg 5)  （m,p-体）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・o-体あるいはその異性体混合物によって遅発性の神経症状がみられるが、これは o-体の代謝

産物による神経毒性（コリンエステラーゼ活性阻害）が原因であることとが明らかにされて

おり、ニワトリ、ネコ、イヌ等は運動失調を生じやすく、ニワトリの毒性発現はヒトに類似

している。ラットやマウスでは運動失調に対する抵抗性があるものの病理変化に対する感受

性は高い。また、系統による感受性の差もラットで報告されている 1) 。 
・ニワトリでは 58～580 mg/kg の単回経口投与で中～重度の麻痺が生じ、90 日間投与では 5～

20 mg/kg/day で神経系に機能及び形態的な影響を明瞭に認めらが、それ以下では影響はなか

ったと報告されている 1) 。 
・ラットに 0、30、100、300、1,000 mg/kg/day（m-体: 60～65％、p-体: 40～35％）を 3 ヶ月間（6

日/週）強制経口投与した結果、30 mg/kg/day 以上の群の雌で肝臓絶対重量、100 mg/kg/day 以

上の群の雌雄で肝臓相対重量、30 mg/kg/day 以上の群の雌及び 1,000 mg/kg/day 群の雄で腎臓

相対重量の有意な増加を認めた。また、1,000 mg/kg/day 群の雄で体重増加の抑制、睾丸相対

重量の増加、雌で脾臓及び副腎相対重量の増加に有意差を認め、雌の副腎で束状帯の肥厚傾

向がみられた。なお、コリンエステラーゼ（ChE）は未測定であったが、神経細胞組織への
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影響や運動失調等の神経症状は認められていない 6) 。この結果から、LOAEL は 30 mg/kg/day
（暴露状況で補正：26 mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、450 mg/kg/day を 9 週間混餌投与した結果、450 mg/kg/day 群で肝臓重量の増加、

平均赤血球容積の減少、血中の総蛋白、尿素窒素、コレステロール、胆汁酸及び GPT の増加

に有意差を認め、肝細胞の空胞化、二核細胞及び細胞肥大の増加がみられたが、血清 ChE 活

性に影響はなかった 7) 。なお、本物質の異性体組成は不明だが、報告年から合成クレゾール

を原料にしたものと思われる。 
・ラットに本物質 79％（o-体 0.1％未満）及びリン酸ジクレジル 18％を含む混合体を 0、0.0075、

0.015、0.03％（雄：0、3、6、13 mg/kg/day、雌：0、4、7、15 mg/kg/day）の濃度で餌に添加

して 2 年間投与した結果、雄の 0.03％群及び雌の 0.0075％以上の群で血清コリンエステラー

ゼ活性の有意な低下、雌の 0.03％群の副腎皮質で細胞質空胞化、卵巣で間質細胞過形成の発

生率の有意な増加を認めた。この他、3 ヶ月後に雌の 0.015％群で卵巣間質細胞の過形成、0.03
％群で副腎の絶対及び相対重量の増加、雄の 0.03％群で後肢の握力低下に有意差を認めたが、

一過性ものであった 8) 。しかし、o-、m-、p-体によるニワトリの脳神経毒エステラーゼ活性

への影響を調べた試験では代謝活性非存在下で影響はなかったが、存在下では o-体でのみ著

しい阻害がみられ、ニワトリに o-体 10 mg/kg、m-、p-体 1,000 mg/kg を単回投与した試験でも

o-体でのみ 24 時間後に著しい阻害作用が認められており 9) 、o-体 500 mg/kg の単回投与で明

瞭な肢麻痺症状及び坐骨神経の変性を認めたが、m･p-体 500、1,500 mg/kg の 2 回投与では何

ら影響はなかったといった報告 5) もある。このため、ラットでの ChE 活性の有意な阻害作用

は不純物（o-体関連物質）による可能性が高い。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに o-体（99％）0、10、25、50、75、100 mg/kg/day、p-体（97％）100 mg/kg/day を

63 日間強制経口投与した結果、o-体では 25 mg/kg/day 以上の群で精子頭部の欠損等の形態異

常、精子の運動性及び濃度の低下、精細管内腔で好ヘマトキシリンの遺残体がみられ、これ

らは 50 mg/kg/day 以上の群で有意差を示し、100 mg/kg/day 群の副睾丸で精子は皆無であった。

一方、p-体では精子濃度の有意な低下を認めたのみであった 10) 。 
・マウスに本物質 79％（o-体 0.1％未満）及びリン酸ジクレシル 18％を含む混合体を 0、0.05、

0.1、0.2％（0、63、125、250 mg/kg/day）の濃度を餌に添加して投与した二世代試験の結果、

0.1％以上の群で出産間隔の延長、仔の低体重、0.2％群で睾丸重量の減少、産仔数及び出生仔

率の減少、精子の運動性及び濃度の低下、精子形態異常の増加に有意差を認めた。また、F1

世代では 0.2％群の雌雄で有意な死亡率の増加を認め、0.05％以上の群で精子の運動性低下、

0.1％群で妊娠率、出生仔数の低下に有意差を認めた 11,12) 。この結果から、LOAEL は 63 
mg/kg/day であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の o-体による中毒は 19 世紀末以来数多く発生しており、そのほとんどが o-体に汚染さ

れた飲食物や薬物を気付かずに摂取して集団発生をきたしたものである。o-体摂取後、胃腸

症状がみられ、10～20 日の潜伏期を経て遅発性神経毒性による神経症状が現れ、初期症状は

下肢の疼痛、異常感覚である。運動障害が主体となり、両下肢や四肢に麻痺が起こり、重症

例では椎体路徴候が加わる。病理学的には、末梢神経の軸索変性、脊髄前角細胞、側索や後

索に変性がみられる 13) 。 
・o-体を含む本物質の暴露で労働者に多発性神経炎がみられたという報告があるが 14, 15) が、他

の暴露物質やそれらとの相互作用も考えられ、詳細は不明である 16) 。 
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・o-体を含む本物質 0.27～3.4 mg/m3 に平均 8.9 年暴露された 34 人の労働者で、健康影響は認め

られなかった 17, 18) 。また、航空母艦で o-体を含む本物質を含有した潤滑油を取り扱う乗組員

（平均暴露濃度は約 1.5 mg/m3）や補給要員等の健康状態にも影響は認めなかった 19) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。  

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 20) TLV-TWA 0.1 mg/m3（o-体）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 30 mg/kg/day（腎臓の

相対重量の増加）を採用し、暴露状況で補正して 26 mg/kg/day とし、LOAEL であるために 10
で除し、さらに試験期間が短いことから 10 で除した 0.26 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定す

る。 
吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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